
第４１回機械工業デザイン賞

新
日
本
工
機
ア
ル
ミ
ス
ラ
ブ
面
削
機
Ｍ
Ｓ

　
新
日
本
工
機
の
「
ア
ル
ミ

ス
ラ
ブ
面
削
機
　
Ｍ
Ｓ

」

は
鋳
造
さ
れ
た
ス
ラ
ブ
材
表

面
を
整
形
す
る
切
削
加
工
機

で
あ
る
。
全
自
動
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
を
構
成
す
る
加
工
機

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
１

回
の
段
取
り
で
８
面
体
を
加

工
し
、
高
精
度
・
高
能
率
仕

様
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ア
ル
ミ
を
圧
延
す
る
際
、

鋳
造
し
た
ス
ラ
ブ
を
直
接
圧

延
す
る
と
、
ス
ラ
ブ
表
面
の

不
純
物
層
が
残
っ
た
ま
ま
圧

延
さ
れ
た
り
、
鋳
造
し
た
ス

ラ
ブ
表
面
の
凸
凹
が
最
終
製

品
に
模
様
と
し
て
残
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
て
、
製
品
の
品

質
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

が
ス
ラ
ブ
表
面
の
切
削
加
工

で
あ
る
。

　
ア
ル
ミ
ス
ラ
ブ
加
工
シ
ス

テ
ム
は
上
面
、
両
肩
面
、
一

方
の
側
面
の
合
計
４
面
を
同

時
加
工
し
た
後
、
加
工
機
本

体
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
側
に
設

置
し
た
反
転
機
に
ス
ラ
ブ
を

自
動
移
送
し
て
反
転
し
、
同

じ
く
自
動
で
加
工
機
本
体
に

ス
ラ
ブ
を
戻
し
、
残
り
の
４

面
の
加
工
を
行
う
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
る
。

　
製
品
仕
様
に
関
し
て
、
最

大
切
削
深
さ
は
縦

×
横

、
面
粗
度
は
０
・
８

Ｒ
ａ

算
術
平
均
粗

さ

、
最
大
処
理
能
力
は
１

時
間
当
た
り
６
枚
、
最
大
切

り
粉
量
は
毎
分
５
０
０

自
動
回
収
率

％

で
あ

る
。
加
工
対
象
と
な
る
ス
ラ

ブ
材
は
最
大
で
８
６
５
０

×
２
１
３
０

×
６
４
０

。
　
切
削
工
程
は
縦
主
軸
カ
ッ

タ
ー

直
径
２
４
０
０

、
毎
分
５
３
０
回
転
、
周

速
毎
分
３
９
９
４

、
主
軸

出
力
９
０
０

で
上
面

を
加
工
後
、
左
右
に
配
置
さ

れ
た
２
台
の
横
主
軸
カ
ッ
タ

ー

直
径
４
０
０

、
毎

分
３
６
０
０
回
転
、
周
速
毎

分
４
５
２
１

、
主
軸
出
力

１
１
０

で
バ
リ
の
残

ら
な
い
切
削
を
実
現
し
て
い

る
。
縦
主
軸
の
制
御
に
は
交

流
か
ら
直
接
交
流
に
変
換
す

る
マ
ト
リ
ク
ス
コ
ン
バ
ー
タ

ー
を
採
用
し
、
従
来
の
ベ
ル

ト
駆
動
か
ら
モ
ー
タ
ー
直
結

駆
動
方
式
に
転
換
す
る
こ
と

に
よ
り
、
主
軸
停
止
時
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
回
生
と
停
止
時
間

を

分
か
ら
１
分
に
激
減
さ

せ
、
非
切
削
時
間

ア
イ
ド

ル
タ
イ
ム

を
大
幅
に
短
縮

し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ッ
タ

ー
の
チ
ッ
プ
交
換
な
ど
の
作

業
性
も
従
来
比

％
以
上
向

上
し
、
ア
イ
ド
ル
タ
イ
ム
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
を
解
消
し

て
い
る
。

　
主
軸
駆
動
の
ベ
ル
ト
レ
ス

化
に
よ
り
送
り
機
構
を
見
直

し
て
全
面
的
に
改
良
す
る
こ

と
で
、
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
の
減

少

従
来
比

％
ダ
ウ
ン

と
構
成
部
品
の
簡
素
化

同

％
ダ
ウ
ン

を
達
成
し
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
潤
滑
油
の

使
用
量
も

％
減
ら
す
こ
と

で
、
作
業
環
境
も
改
善
し
て

い
る
。
ま
た
、
特
殊
カ
ッ
タ

ー
形
状
と
カ
ッ
タ
マ
ン
テ
ル

に
よ
る
切
り
粉
飛
散
防
止
策

は
安
全
性
と
同
時
に
作
業
環

境
性
に
配
慮
。
カ
バ
ー
内
に

シ
ュ
ー
ト
を
装
着
し
容
易
に

清
掃
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

負
担
を
減
ら
し
て

い
る
。

　
巨
大
門
型
構
造

２
万
６
５
０
０

×
９
０
０
０

×
９
４
０
０

を
有
す
る
本

体
の
操
作
は
、
加

工
機
本
体
に
併
設

さ
れ
る
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
ル
ー
ム
で
集

中
制
御
し
て
い

る
。

　
デ
ザ
イ
ン
は
構
成
部
品
の

簡
素
化
に
よ
る
大
型
機
械
特

有
の
威
圧
感
軽
減
や
、
マ
ン

・
マ
シ
ン
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

を
意
図
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
。
イ
ン
レ
ッ
ト
テ
ー
ブ
ル

や
反
転
機
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

テ
ー
ブ
ル
、
切
り
粉
回
収
ダ

ク
ト
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー

ム
を
含
め
た
全
自
動
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
の
中
核
を
担
う
加

工
機
で
あ
る
が
、
全
体
を
６

ブ
ロ
ッ
ク
あ
る
い
は
ゾ
ー
ン

と
し
て
把
握
し
、
お
の
お
の

の
機
能
造
形
を
基
盤
と
し
て

全
体
を
ま
と
め
あ
げ
る
シ
ス

テ
ム
展
開
の
余
地
を
残
し
て

い
る
。

　
同
製
品
は
世
界
で
３
社
し

か
生
産
さ
れ
て
な
く
、
業
界

を
先
取
り
し
た
完
全
自
動
ス

ラ
ブ
加
工
シ
ス
テ
ム
と
し
て

高
い
競
争
力
を
有
し
て
い

る
。
主
軸
停
止
に

分
を
要

し
作
業
効
率
が
悪
か
っ
た
こ

と
や
、
主
軸
が
ベ
ル
ト
駆
動

方
式
で
あ
っ
た
た
め
危
険
性

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
に
改
善

の
余
地
が
あ
っ
た
こ
と
、
多

様
な
構
成
部
品
を
使
用
し
て

い
た
た
め
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
煩
雑
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
解
消
す
る
こ
と
で
、
高
生

産
性
や
使
い
勝
手
の
良
い
製

品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
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ト
ー
ヨ
ー
エ
イ
テ
ッ
ク
立
形
複
合
研
削
盤
Ｔ
Ｖ
Ｇ
―
Ｃ
―
２
Ｓ

　
ト
ー
ヨ
ー
エ
イ
テ
ッ
ク
の

「
立
形
複
合
研
削
盤
　
Ｔ
Ｖ

Ｇ
―

Ｃ
―
２
Ｓ
」
は
、
直

径
６
０
０

程
度
の
中
径

円
筒
形
状
部
品
の
高
精
度
仕

上
げ
加
工
に
特
化
し
て
開
発

さ
れ
た
工
作
機
械
で
あ
る
。

内
径
・
外
径
加
工
、
端
面
加

工
、
ア
ン
ギ
ュ
ラ
研
削
の
複

合
加
工
を
ワ
ン
チ
ャ
ッ
ク
で

実
現
す
る
。

　
近
年
、
風
力
発
電
機
用
の

大
型
軸
受
や
減
速
機
を
は
じ

め
と
し
た
中
・
大
型
部
品
の

高
精
度
化
や
高
能
率
化
、
さ

ら
に
は
全
自
動
加
工
に
代
表

さ
れ
る
加
工
工
程
の
集
約
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
開
発
に
際
し
て
は

従
来
機
械
の
基
本
構
成
を
根

本
か
ら
見
直
す
こ
と
で
、
複

数
面
の
高
精
度
全
自
動
加
工

と
生
産
性
向
上
を
実
現
し
、

開
発
コ
ン
セ
プ
ト
を
満
足
す

る
仕
上
が
り
を
見
せ
て
い

る
。

　
高
精
度
加
工
の
追
求
に
際

し
て
は
、
移
動
体
の
軽
量
化

を
意
図
し
た
切
り
込
み
軸

Ｘ
軸

と
テ
ー
ブ
ル
軸

Ｚ
軸

の
独
立
、
Ｘ
軸
上

に
主
軸
を
配
置
す
る
主
軸
移

動
方
式

従
来
比

％
軽
量

化

を
採
用
し
て
い
る
。
従

来
は
Ｘ
軸
と
Ｚ
軸
を
コ
ラ
ム

に
一
体
化
さ
せ
て
い
た
が
、

Ｚ
軸
の
上
下
移
動
に
よ
っ
て

Ｘ
軸
が
変
形
し
、
Ｚ
軸
の
真

直
度
を
悪
化
さ
せ
る
問
題
が

起
き
て
い
た
。
ま
た
、
Ｘ
軸

に
Ｚ
軸
の
負
荷
も
加
わ
る
た

め
、
ね
じ
り
剛
性
の
低
下
、

Ｘ
軸
の
追
従
性
に
も
影
響
が

出
て
い
た
。

　
そ
こ
で
Ｘ
軸
と
Ｚ
軸
を
独

立
さ
せ
る
構
造
を
採
用
。
剛

性
の
あ
る
ベ
ー
ス

ベ
ッ
ド

や
コ
ラ
ム

に
直
接
、
駆
動

軸
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、

ガ
イ
ド
の
変
形
や
Ｘ
軸
の
負

荷
を
軽
減
し
、
真
直
度
や
ね

じ
れ
剛
性
、
Ｘ
軸
追
従
性
を

大
幅
に
改
善
で
き
た
。
こ
の

結
果
、
加
工
時
の
振
動
も
大

幅
に
低
減
し
、
３
０
０

の
加
工
の
場
合
で
真
直
度
１

以
下
の
安
定
加
工

従

来
機
は
２
０
０

の
加
工

の
場
合
で
真
直
度
１

と
同
時
に
、
生
産
性
を

％

向
上
さ
せ
て
い
る
。

　
寸
法
精
度
の
向
上
や
安
定

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
熱

に
よ
る
機
械
の
変
形
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
ク
ー
ラ

ン
ト
を
断
熱
さ
れ
た
ベ
ッ
ド

外
周
部
に
流
す
構
造
と
し
、

加
工
熱
で
暖
め
ら
れ
た
ク
ー

ラ
ン
ト
を
コ
ラ
ム
の
取
り
付

け
部

Ｘ
軸
と
Ｚ
軸
の
間

に
流
さ
な
い
構
造
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
タ
ッ
チ
プ
ロ
ー

ブ

機
上
計
測
用
の
接
触
式

測
定
子

を
併
用
す
る
こ
と

で
加
工
寸
法
精
度

１

従
来
機

１
・
５

を
実
現
し
て
い
る
。

　
複
合
加
工
を
実
現
す
る
た

め
に
は
難
易
度
の
高
い
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
、

初
品
を
加
工
す
る
ま
で
に
多

く
の
時
間
を
要
す
る
。
そ
こ

で
、
独
自
の
数
値
制
御

Ｎ

Ｃ

装
置
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｃ
４
０
０
０
」
を
装
備

し
、
対
話
型
画
面
ツ
ー
ル
に

よ
る
加
工
面

や
加
工
手
順

の
容
易
化
を

実
現
し
て
操

作
性
を
向
上

さ
せ
て
い

る
。
初
め
て

操
作
す
る
オ

ペ
レ
ー
タ
ー

で
も
加
工
条

件
の
設
定
を

容
易
に
行
う

こ
と
が
可
能

と
な
り
、
初

品
加
工
ま
で

の
時
間
を
大

幅
に
削
減
し
て
い
る
。

　
機
械
本
体
の
大
き
さ
は
２

７
０
０

×
２
５
０
０

×

３
７
７
０

で
、
同
能
力

の
従
来
機
と
比
べ
て
全
幅
が

格
段
に
狭
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
対
角
線
上
に
配
置
し

た
内
研
用
・
外
研
用
ホ
イ
ー

ル
ヘ
ッ
ド
を
装
備
し
た
タ
レ

ッ
ト
装
置
に
よ
り
全
高
が
増

大
し
、
圧
迫
感
を
誘
発
す
る

外
観
を
呈
し
て
い
る
も
の

の
、
機
械
全
体
の
造
形
処
理

は
カ
バ
ー
リ
ン
グ
に
配
慮
し

て
一
定
レ
ベ
ル
に
確
保
し
て

い
る
。

　
無
段
階
連
続
割
り
出
し
タ

レ
ッ
ト
装
置
と
自
動
工
具
交

換
装
置

Ａ
Ｔ
Ｃ

を
標
準

装
備
し
、
ワ
ン
チ
ャ
ッ
ク
で

内
径
・
外
径
・
端
面
の
複
合

加
工
を
可
能
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
オ
プ
シ
ョ
ン
設
定
の

ハ
ー
ド
タ
ー
ニ
ン
グ
装
置
と

タ
ッ
チ
プ
ロ
ー
ブ
、
自
動
パ

レ
ッ
ト
交
換
装
置

Ａ
Ｐ

Ｃ

に
よ
り
、
長
時
間
無
人

運
転
に
も
対
応
し
て
い
る
。

自
社
開
発
の
高
性
能
・
高
剛

性
ホ
イ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
や
Ｎ
Ｃ

装
置
を
は
じ
め
と
し
て
、
基

本
構
造
が
低
価
格
化
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、
競
争
力
の
あ

る
製
品
に
仕
上
が
っ
て
い

る
。
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　　 ２０１１年 平成２３年 ７月２６日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）


